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自動車産業におけるアディティブ・ 
マニュファクチャリングのビジネス活用
製品開発のさまざまな段階で、アディディブ・マニュファクチャリングを
導入する理由、方法、タイミングを理解するために役立つ実践的なヒントと戦略
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00
自動車産業における
アディティブ・
マニュファクチャリ
ングの継続的成長

自動車業界は、アディティブ・マニュファクチャリングが試作用技術から量産
ソリューションへと変貌を遂げたことにより、革命の真っ只中にあります。検
証済みの3Dプリント材料と信頼性の高い製造プロセスのライブラリが充実し
てきたことで、業界のリーダーたちは現在、機能試作から、工具、治具、ウェ
アラブルパーツによる製造現場でのサポートまで、製品開発サイクル全体でア
ディティブ・マニュファクチャリングを活用しています。自動車業界における
アディティブの成長は否定できまないと同時に、その潜在能力はまだ十分に発
揮されていません。

アディティブ技術を採用する自動車メーカーが増えるにつれ、この新たなフロ
ンティアに参入する際に多くの疑問が生じます。私たちCarbonは、なぜ、ど
のように、そしていつアディティブ・マニュファクチャリングを製品開発に導
入すべきなのかについて、利用できるリソースがほとんどないことに気づきま
した。しかし、もう心配はいりません。

Introduction
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このeBookでは、自動車業界のリーダーからの洞察とアディティブ・マニュファク
チャリングの専門知識を組み合わせて、自動車アプリケーション開発でアディ
ティブ・マニュファクチャリングを使用するタイミングと方法を理解するために
役立つガイドを作成しました。さらに、以下のトピックもカバーしています。

• 自動車用途でアディティブを検討すべき理由
• アディティブが部品に適しているかどうかを評価する方法
• 設計パラメータの解放から市場投入までの期間短縮まで、製品開発イクル
全体でアディティブをフル活用する方法

• アディティブでの製造プロセスの標準と仕様の策定方法
• And more!

関連ウェビナー

サンプルを入手する

さらに、自動車業界のリーダーであるFord Motor社によるオンラインパネルも開催
しました。Fordの研究・製品開発・製造部門を代表するリーダー、Ellen Lee

氏、Manoj Patnala氏、Harold Sears氏を招き、Fordがどのようにアディティブ機能
を組織化しているか、また、アディティブ・マニュファクチャリングの価値につ
いて実体験を交えて詳細を語っています。こちらからご視聴いただけます。

クラス最高の材料を使用した3Dプリンタ製自動車部品にご興味のある方は、　　
　　　　　　　　　まで無料サンプル部品キットをご請求ください。sales@carbon3d.com

https://www.youtube.com/watch?v=HxSCqRCtrtE&t=127s
mailto:sales@carbon3d.com
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01
1.1 
生き残るための
イノベーション

自動車産業は、製造業の中でも特にコスト競争が激しい分野のひとつです。製品
開発プロセス全体の革新は、成功はおろか、生き残るためにも極めて重要です。

今、自動車産業はかつてないほどのプレッシャーにさらされています。昨今のプ
ラットフォーム開発サイクルは、1980年代に比べて22%も早くなっており、自動
車市場はより細分化されているため、より少量でのコスト回収が求められていま
す。消費者は絶え間ないイノベーションと幅広い選択肢を期待し、規制当局は短
期間で積極的なパワートレイン開発を要求しています。

このような競争の激しい環境において、アディティブ・マニュファクチャリング
は極めて重要な機会を提供する技術となります。製品開発プロセスや製造現場で
のコストを削減し、新製品の納期を早め、性能、差別化、多様性、そしてカスタ
マイズの需要に応えるより優れた製品を提供します。

なぜ、そしてどこでアディティブ・
マニュファクチャリングは意味を持つのか

The Business Case for Additive Manufacturing in the Automotive Industry

https://www.cargroup.org/automotive-product-development-cycles-and-the-need-for-balance-with-the-regulatory-environment/
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1.2 
アディティブ・
マニュファクチャリング
の導入効果

以下は、アディティブ・マニュファクチャリングの導入により、当社の自動車関
連顧客が得た主な成果です︓

• 10,000点以下の少量生産をコスト効率よく実現
• 市場投入までの期間を短縮
• オンデマンド生産により、在庫スペースを不要に
• 部品統合によって組立コストを削減し、性能を向上
• 一貫した製造プロセスによる高品質な表面仕上げで後工程を省略
• 軽量化によって材料コストを削減
• 金型や機械加工では不可能な形状の実現により、革新的なデザインを可能に
• 製品のカスタマイズによって、より顧客中心の体験を提供
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以下は、アディティブ・マニュファクチャリングが自動車に
もたらした価値の具体例です。いずれも、Carbon Digital
Light Synthesis™ (Carbon DLS™)プロセスとエンジニアリング
グレード材料を用いて3Dプリントされた部品です。

1.3 
実例

実績があることは、このプロセスが有効であるという自信を�
チームにもたらすうえで非常に重要です。こうした初期の成功�
体験が、新たな積層造形部品の用途を模索・開発する際の
協業のあり方を築く助けとなっています。

Ellen Lee
Technical Leader of Additive Manufacturing Research, Ford

“

Lamborghini Sián FKP 37: 
ダッシュボード中央およびサイドのエアベント
Lamborghiniは、同一の積層造形プラットフォームを使用
して、試作から量産までを迅速に移行することで、部品開
発期間を12週間短縮しました。

Ford Raptor
ニッチ市場向け少量生産の意匠用プラグ
Fordは、高解像度と優れた表面仕上げ性能を活用し、特定
市場向けのAクラス自動車部品を少量・直接造形方式でコ
スト効率よく生産しました。

Lamborghini Urus スーパーSUV
シボ加工付き燃料キャップ
Lamborghiniは、グリップ性能の向上を目的として、燃
料キャップに独自の表面テクスチャを直接造形。後
処理工程を削減することに成功しました。

Ford Super Dutyトラック
Aptiv トレーラー牽引用コネクターキャップ
金型を使用しない製造アプローチにより、Aptivはサイク
ルタイムを50%短縮し、従来の成形プロセスと比較して市
場投入までの期間を16週間短縮しました。

Ford Focus
HVACレバーアームサービスパーツ
Ford は、生産終了後の部品について再ツーリングを不要と
し、従来の手法では非効率なサービスパーツの製造を合理
化。これにより在庫を削減し、顧客が必要な部品を迅速に
入手できるようになりました。

Ford Mustang GT 500
電動バーキングブレーキ (EPB)ブラケット
3つの部品を1つに統合することで、組み立て工程の複雑
さを大幅に軽減しました。さらに詳しく

https://www.carbon3d.co.jp/technology/316/
https://www.carbon3d.co.jp/casestudies/automotive/69/
https://www.carbon3d.co.jp/materials/
https://www.carbon3d.co.jp/materials/
https://www.carbon3d.co.jp/technology/316/
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02
2.1 
試作から量産へ︓
多用途性を重視する

アディティブ・マニュファクチャリングは、現在では試作工程において広く活
用されていますが、近年の材料や造形プロセスの進化により、生産用途への応
用も進んでいます。この技術の真の価値は、試作だけでなく量産にも対応でき
る点にあります。アディティブ・マニュファクチャリングプロセスを選定する
際には、こうした試作から生産への移行が可能かどうかを検討することが重要
です。

アディティブ・マニュファクチャリング・  
プロセスの選択

3Dプリンティング用の材料がますます高性能になることで、製品�
開発プロセスのさらに後工程においても積層造形を活用できるよ 
うになっています。その結果、試作用の金型（プロトツーリン
グ）を回避できる可能性が広がっています。試作金型の使用を遅
らせたり、不要にできることは、すべての関係者にとって大きな
メリットです。なぜなら、試作金型は製品を数点作って廃棄され
るだけの"費用"に過ぎませんが、積層造形による製造ツールは"企
業の資産"として残るからです。
Harold Sears
Technical Leader Additive Manufacturing Technologies, Ford

“
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2.3
アディティブ・
マニュファクチャリング
ソリューションの比較

Carbon DLS™プロセスは、他の積層造形技術と比べても、機能試作と量産の両方
に対応可能な、実用的かつ多用途な部品の製造に最も適したプロセスです。こ
のプロセスは、表面仕上げの品質、造形スピード、そして対応可能な材料の多
様性において、PA 11、PA 12、またはTPUなどに限定される粉末床溶融方式よりも
優れた性能を発揮します。また、機械的特性やプリント速度、一貫性といった
点でも、SLAやDLPといった従来のフォトポリマー技術を大きく上回ります。

Carbon Digital 
Light Synthesis™
(Carbon DLS™)

光造形・レーザー
方式 (SLA)

材料押出方式
(FDM)

光造形・DLP方式 
(DLP)

粉末床溶融方式  
(SLS, MJF)

幅広い実用的・
機能的部品に対応

優れた
機械的特性

高品質な表面
仕上げ

高密度な造形

微細なディテール・
高解像度の再現性

高い耐久性

流体チャネルの
形成が可能
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2.3
アディティブ・
マニュファクチャリング
ソリューションの比較

レーザービーム熱源方式やMulti-Jet Fusionのような粉末床融合方式では、多孔質の部品
が生成されます（左）。一方、Carbon DLSのような樹脂ベースのプロセスでは、完全に
高密度な部品を造形することが可能です（右）。

Carbon DLS™プロセスでは、多様な表面仕上げに対応できます。
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2.4
Evaluation Steps

Below are a series of questions to help determine what additive manufacturing 
process is right for your part.

What do you need the part for? • Design iteration prototype?
• Functional prototype?
• End-use production part?

How many do you need? How big? • Serial production? Is it scalable?
• Low-volume?
• One-off production for on-demand or custom parts?
• Bridge-to-tooling?

What does the part need to do? 
Class-A or Class-B?

Isotropic? Some other processes such as fused deposition modeling are sensitive to the orientation of the part in 
the printer, and printed parts are weaker in some directions than in others. With resin-based additive processes like 
the Carbon DLS™ process, parts are equally strong in every direction, regardless of orientation within the printer.

Fully dense? Thermal 3D printing processes like FDM, selective laser sintering, and Multi-Jet Fusion produce 
porous parts that can be riddled with microscopic voids. Resin-based processes like Carbon DLS produce parts that 
are fully dense.

Durable? Use an additive process with a library of engineering-grade materials designed for end-use parts or 
functional prototyping.

Fluidics?  For a water-tight part, use a photopolymer process with materials that are compatible with the fluids that 
will pass through your part.

High feature details? Use a resin-based additive process to achieve excellent feature resolution.

Attractive surface finish? Every 3D printing process can be supplemented with post-processing to achieve desired 
surface finish, but these steps add significant cost. An additive technology like Carbon DLS that can produce high-
quality surface finish during printing will save time and money.
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What material performance 
is required?

•	 Are there specific tolerances or mechanical properties that need to be met?
•	 Are there specific environmental conditions the part will need to withstand?

What type of material will be 
sufficient based on the part 
performance requirements?

•	 Was the part made in a comparable material previously?
•	 Do internal or industry standards specify a particular material?

Carbon EPX 82 material is durable and has proved 
ideal for multiple automotive applications. In particular, 
it has passed Ford’s rigorous performance standards 
and withstands critical requirements such as interior 
weathering; short- and long-term heat exposure; UV 
stability; fluid and chemical resistance; flammability (ISO 
3795); and fogging (SAEJ1756) for selected applications.

“Material and design have to work hand-in-hand. You want 
to leverage the strength of the material and pair it with 
the right design philosophy for the part.

Manoj Patnala
Senior Core Engineer Additive Manufacturing, Ford

2.4
Evaluation Steps

Carbon offers a wide range of resins with properties that can be leveraged for your 
specific application’s needs and that are comparable to common thermoplastics.

https://www.carbon3d.com/materials/epx-82/
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2.4
Evaluation Steps

What’s the business case? 
Does it make sense to use additive over traditional manufacturing?

After going through this evaluation process, make sure to benchmark the 
economics of the additively manufactured part against its conventional 
counterpart. It’s helpful to refer to the preceding additive value areas 
(section 1.2) when determining whether the additive process is the right fit.

Cost savings? More durable? Less inventory? Light-weighted?
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03
3.1
Earlier Process Monitoring 
and Part Testing

There can be multiple sources of variation in additive manufacturing (machine-to-
machine, printer-to-printer, batch-to-batch, etc.). A major advantage of additive 
manufacturing is the ability to conduct extensive process variation testing early on, 
because prototyping and production occur on the same platform. You can begin part 
testing much earlier in the product development cycle, which is not something that can 
typically be done using traditional manufacturing methods without incurring significant 
additional costs. The ability to test multiple, functional variations allows you to analyze 
your performance spread, letting you understand where the variation is, optimize quickly 
through rapid design iterations, and ultimately speed up your time-to-market.

Additive manufacturing offers many opportunities to incorporate modern digital process-
improvement techniques. Look for an enterprise-grade 3D printing system that provides 
network-connected monitoring at the part level, the machine level, and the fleet level. 
These features become particularly important if you’re considering customization.

Developing Standards and 
Specifications for Additive 
Manufacturing Processes
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3.2
Writing Specifications

Because additive manufacturing is still a relatively new process for production parts, 
many companies and industries have not yet written standard requirements for 3D 
printed parts.

Before you start writing specs for your part, ask yourself: is this process predictable and 
is its performance repeatable? If the performance spread meets your part’s needs, you 
can begin writing specifications for the process to establish a PPAP (production part 
approval process).

With a dialed-in process that demonstrates reliable and consistent production of parts 
at spec and within tolerances, you have the opportunity to continue perfecting your part 
through an optimization approval process and to seamlessly scale production.
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04 The adoption of additive manufacturing is a journey for not just the automotive industry at 
large but also for individual teams. Below are some tips on how to seamlessly speed up the 
adoption of additive in your company:

Internal Adoption of 
Additive Manufacturing

1. Help engineers and product designers unlearn traditional 
design limitations and lean into the design freedom of 
additive manufacturing.

•	 Share successful 3D printed parts and circulate additive 
manufacturing design guidelines as resources and reminders.

•	 Host design and/or application discovery competitions to 
experience new design freedom and encourage out-of-the-
box design ingenuity.

•	 Engage outside experts for help getting started. Many 
contract manufacturers like those in the Carbon Production 
Network have extensive experience identifying applications, 
developing designs for 3D printing, and running serial 
production at small and large scales.

2. Educate product development teams on the pain points 
that additive manufacturing can help overcome.

•	 Share application discovery resources among teams so 
they can start to thinkmore critically about what types 
of applications can best leverage the benefits of additive 
manufacturing.

3. Clarify and align around what additive can and cannot do 
for your company.

•	 Additive manufacturing cannot do everything. Be honest 
ahead of time and help your colleagues understand both what 
it can and can’t do.

•	 3D printing doesn’t have to require radical reinvention; in 
many of its most successful applications, it works alongside 
conventional methods. Position your in-house additive 
manufacturing resource as a complement to traditional 
manufacturing technologies with applications like jigs, 
fixtures, and bridge tooling.

•	 Discuss the realistic current potential and the future potential 
of additive manufacturing and how you can incorporate that 
into your business strategy.

https://www.carbon3d.com/certified-production-partners/
https://www.carbon3d.com/certified-production-partners/
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05The Future of 
Additive Manufacturing 
In Automotive

“Companies using additive manufacturing will be the leaders in the automotive space.

Manoj Patnala 
Senior Core Engineer for Additive Manufacturing, Ford

“We wanted to give our designers and engineers the ability to produce better 
parts, and we can do this by leveraging the Carbon DLS process. We were also 
able to simplify the supply chain and reduce the time-to-market for these parts. 
Moving forward we are putting more effort and resources on using additive 
manufacturing technologies for production of parts for Lamborghini vehicles, 
and in working with Carbon, we have found a partner that shares our vision for 
creating best-in-class products that push the limits of what’s possible.

Stefan Gramse
Chief Procurement Officer, Automobili Lamborghini

“The Carbon DLS process is allowing our engineers to shorten their design 
iteration time and reach a final part more quickly, which is exciting because it 
means higher quality and more cost-effective products for our customers.

Ellen Lee
Technical Leader of Additive Manufacturing Research, Ford

“[With the Carbon DLS process] we were able to reduce cycle time by 50
percent, pass every test, and perform the same PPAP as we would have had it 
been an injection molded design.

Jerry Rhinehart
Additive Manufacturing Technology Manager, Aptiv

“With the Carbon DLS process, we were able to go from an initial concept to 
showing the final part on a show car in only three weeks, passing through many 
different design iterations to get the best result. Just three months later, we 
were able to move into production.

Maurizio Reggiani
Chief Technical Officer, Automobili Lamborghini

As validated, high performance additive materials continue to advance, agile automotive 
leaders will have more opportunities to produce innovative parts that are differentiated 
from their competitors. Not only will automotive OEMs gain more flexible production 
solutions, but product development timelines will be drastically shortened, ultimately 
eliminating months-long tooling lead times and speeding up time-to-market. With expanded 
on-demand capabilities, customizable features at scale will become a reality, and more 
customer-centric opportunities will arise.

https://www.carbon3d.com/materials/


Get Sample Parts
We hope this guide has inspired you to consider additive manufacturing 
as a versatile production solution for your next project. If you’re interested 
in experiencing 3D-printed automotive parts and best-in-class materials, 
reach out to us at sales@carbon3d.com to receive a free sample part kit.

mailto:sales@carbon3d.com
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